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加
入
し
た
場
合
の
宅
内
工

事
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
こ

ま
で
負
担
す
る
の
か
示
し
て
く

だ
さ
い
。

町
が
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭
の
軒
先
近

く
の
電
柱
ま
で
敷
設
し
ま
す
。

続
い
て
各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
と
な
り
ま

す
が
、
ま
ず
光
信
号
を
電
気
信
号
に
変
換
す

る
装
置
（
光
電
変
換
装
置
）
を
加
入
す
る
家

庭
に
取
り
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

光
電
変
換
装
置
は
、
平
成
十
七
年
度
中
に
加

入
さ
れ
る
方
に
は
町
か
ら
配
布
し
ま
す
。

次
に
加
入
者
の
負
担
し
て
い
た
だ
く
初
期

費
用
六
万
五
千
円
程
度
で
、
軒
先
の
電
柱
か

ら
光
フ
ァ
イ
バ
を
光
電
変
換
装
置
へ
引
き
込

み
ま
す
。
さ
ら
に
光
電
変
換
装
置
か
ら
家
庭

内
へ
ケ
ー
ブ
ル
等
を
引
き
込
み
、
テ
レ
ビ
一

台
ま
で
テ
レ
ビ
の
視
聴
と
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す（
図
２
）
。

二
台
目
以
降
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
の
接

続
な
ど
に
よ
り
発
生
す
る
費
用
は
、
別
途
加

入
者
に
お
い
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ1Ａ1

光ファイバによるケーブルテレビと

超高速インターネット環境の実現

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業③

５月下旬ごろから全戸を対象に実施しました勝浦町・上勝町地域情報化基盤整備事業加入希望調

査について報告します。勝浦町におきましては、全世帯中約85％の世帯の方から「加入したい」と

の回答をいただきました。

この加入希望調査の結果を基に、実際に光ファイバを敷設するためのルート設計等を行います。

ご回答いただいた皆さん、調査票の回収にご協力いただいた区の役員の皆さんありがとうございま

した。詳しい調査結果については、右下図（図１）のとおりです。

また、先月号に引き続き質問に対する回答をしますので参考にしてください。

図１

項 目 勝浦町 上勝町 合 計

発 送 件 数 2,118 854 2,972

回 収 件 数 1,944 731 2,675

回 収 率 91.8％ 85.6％ 90.0％

加入したい
1,798

(92.50%)

665

(90.97%)

2,463

(92.07%)

加入したく
ない

132
(6.80%)

63
(8.62%)

195
(7.29%)

無 回 答
14

(0.70%)

4

(0.55%)

18

(0.67%)

加入に関する希望調査
回 答 結 果
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Ｑ2Ａ2Ｑ3Ａ3

Ｑ5Ａ5

光
電
変
換
装
置
が
雷
な
ど
で
壊
れ
た
場

合
誰
が
費
用
負
担
す
る
の
で
す
か
？

光
電
変
換
装
置
が
雷
な
ど
で
壊
れ
た
場

合
、
設
置
後
何
年
間
か
は
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
保
証
で
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
メ
ー
カ
ー
保
証
期
間
後
に
関
し

て
は
、
自
己
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
額
利
用
料
金
（
三
〇
〇
〇
円
程
度
）

に
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
は
含
ま
れ
て
い
ま

す
か
？
ま
た
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

月
額
利
用
料
金
の
中
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
料

金
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

加
入
し
た
場
合
最
高
で
一
〇
〇
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
ベ

ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
が
二
十
四
時
間
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
町
が
契
約
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
に
固
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
現
在
契
約
し
て
い
る

プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
固
定
す
る
こ
と
に
よ

り
安
価
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
今
の
固
定
電
話
の
電
話

機
を
利
用
す
る
の
で
す
か
？

Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

現
在
の
固
定
電
話
と
は
別
に
Ｉ
Ｐ
電
話

用
に
プ
ッ
シ
ュ
式
の
電
話
機
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

家
庭
に
は
最
低
で
も
固
定
電
話
用
と
Ｉ
Ｐ
電

話
用
の
電
話
機
、
あ
わ
せ
て
二
台
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す（
図
３
）。

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
テ
レ
ビ
大
阪
と
サ
ン

テ
レ
ビ
は
映
る
の
で
す
か
？

テ
レ
ビ
大
阪
や
サ
ン
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ

和
歌
山
な
ど
に
関
し
て
は
、
再
送
信
の

同
意
が
難
し
い
の
で
見
え
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。家

に
Ｔ
Ｖ
が
三
・
四
台
あ
る
場
合
、
月

額
利
用
料
金
は
高
く
な
り
ま
す
か
？

宅
内
に
あ
る
Ｔ
Ｖ
何
台
に
接
続
し
て
い

た
だ
い
て
も
、
月
額
利
用
料
金
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
接
続
す
る
台
数
に
よ
っ
て
は
、

増
幅
器
等
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ4Ａ4

Ｑ6Ａ6

防災無線個別受信機設置

申込書の提出について

５月下旬ごろから全戸を対象に

勝浦町・上勝町地域情報化基盤整

備事業加入希望調査とあわせて防

災無線個別受信機設置申し込みに

ついて実施しました。

現在、防災無線の設置申込書に

ついては、2，118世帯中1，921世帯

（約91%）の方にご提出いただいて

おります。

しかしながら、残り約１割の方

については、まだご提出いただい

ておりません。防災無線個別受信

機は、いざというときのために設

置していただきたいものであり、

町内に住民票がある世帯について

は、防災無線個別受信機の費用が

無料となりますので、必ず設置申

し込みをお願いします。

(2)2511

わからないことがあれば

お気軽にお問い合わせください。

役場総務課
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４

勝
浦
町
保
護
司
の
方
が
、
七
月
一
日
来
庁

し
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
川
口
町
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

最
近
の
犯
罪
・
非
行
の
状
況
は
憂
う
べ
き
も

の
が
あ
り
、
そ
の
防
止
を
図
る
一
方
、
罪
を

犯
し
た
人
や
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
が
二
度

と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
地
域
社
会

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
に
よ
る
委
員

十
人

農
業
協
同
組
合
推
薦
に
よ
る
委
員

一
人

農
業
共
済
組
合
推
薦
に
よ
る
委
員

一
人

土
地
改
良
区
推
薦
に
よ
る
委
員

一
人

議
会
推
薦
に
よ
る
委
員

一
人

計
十
四
人
の
委
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

氏

名

地

区

瀬

戸

正

彦

石

原

選
挙

松

本

良

信

沼

江

選
挙

上

村

正

實

掛

谷

推
薦
（
農
協
）

中

西

泰

雄

中

角

選
挙

平

井

力

生

名

推
薦
（
改
良
区
）

柳

田

義

博

生

名

選
挙

川

端

雅

夫

今

山

推
薦
（
議
会
）

山

畑

和

男

今

山

選
挙

森

内

智

星

谷

選
挙

米

澤

好

延

久

国

推
薦
（
共
済
）

小

山

善

昭

棚

野

選
挙

清

水

一

史

横

瀬

選
挙

山

野

忠

男

与
川
内

選
挙

末

廣

孝

好

坂

本

選
挙

平
成
十
七
年
七
月
二
十
六
日
に
初
総
会
を

開
催
し
、
会
長
、
会
長
代
理
を
選
出
し
ま
し

た
。

★
会

長

中

西

泰

雄

☆
会
長
代
理

清

水

一

史

選
挙
委
員
の
任
期

平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
か
ら

平
成
二
十
年
七
月
十
九
日
ま
で

推
薦
委
員
の
任
期

平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
か
ら

各
推
薦
団
体
の
理
事
等
の
任
期
ま
で

次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
図
書
・
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し

産
業
保
健
に
関
す
る
図
書
、
ビ
デ
オ
、
作

業
環
境
・
健
康
測
定
機
器
等
の
貸
し
出
し
を

し
ま
す
。

②
研
修
の
開
催
等

産
業
保
健
に
か
か
る
種
々
の
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
各
企
業
、
団
体
が
実
施
す

る
研
修
会
等
へ
の
講
師
の
紹
介
、
派
遣
し
ま

す
。

③
窓
口
相
談
・
実
施
相
談

産
業
保
健
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
窓
口
で
、
あ
る
い
は

事
業
場
を
訪
問
し
て
助
言
し
ま
す
。

相
談
内
容

・
健
康
診
断
の
事
後
措
置
、
職
業
性
疾
病
の

予
防
対
策

・
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
策

・
作
業
環
境
の
維
持
管
理
と
改
善
の
方
法

・
職
場
に
お
け
る
保
健
指
導
・
相
談
の
進
め

方
に
つ
い
て

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

④
助
成
事
業
の
実
施

「
小
規
模
事
業
場
産
業
保
健
活
動
支
援
促

進
助
成
金
」
お
よ
び
「
自
発
的
健
康
診
断
受

診
支
援
助
成
金
」
の
受
付
事
務
を
し
ま
す
。

⑤
助
成
金
の
支
給
（
産
業
医
共
同
選
任
事
業
）

労
働
者
数
五
十
人
未
満
の
小
規
模
事
業
場

が
共
同
で
産
業
医
を
選
任
し
産
業
医
に
よ
る

健
康
診
断
の
事
後
措
置
、
職
場
巡
視
、
健
康

教
育
等
を
行
う
場
合
に
三
年
間
、
一
事
業
場

あ
た
り
次
の
金
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

・
労
働
者
数
が
三
十
名
以
上
五
十
名
未
満
の

事
業
場
…
年
額
八
三
四
〇
〇
円

・
労
働
者
数
が
十
名
以
上
三
十
名
未
満
の
事

業
場
…
年
額
六
七
四
〇
〇
円

・
労
働
者
数
が
十
名
未
満
の
事
業
場
…
年
額

五
五
四
〇
〇
円

そ
の
他

深
夜
業
健
康
診
断
支
援
事
業
も

あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
６
）０
３
３
０

（
月
～
金
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

と

き

平
成
十
七
年
八
月
六
日

十
八
時
～
二
十
時
三
十
分

と
こ
ろ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑

（
新
館
南
庭
）

催
し
物

つ
る
と
か
め
（
声
と
三
味
線
と
太
鼓
の
み
で
、

民
謡
本
来
の
パ
ワ
ー
と
楽
し
さ
を
表
現
。
ア

テ
ネ
五
輪
で
は
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
で
日
本
代
表
の
競
技
曲
、「
阿
波
踊
り
」

の
演
奏
を
手
が
け
て
い
ま
す
。）

と
き
め
き
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
四
国

阿
波
踊
り
（
棚
野
子
供
会
・
や
っ
こ
連
）

打
ち
上
げ
花
火

他

模
擬
店

た
こ
焼
き
・
焼
き
そ
ば
・
金
魚
す
く
い

く
じ
引
き
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

他

第
五
十
五
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に

ご
協
力
を

新
農
業
委
員
の
紹
介

徳
島
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

第
十
四
回

喜
楽
苑
・
オ
レ
ン
ジ
荘
夏
祭
り

お
知
ら
せ



５

近
い
将
来
に
南
海
地
震
が
起
こ
り
、
大
規

模
な
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
言
う
そ
の
時
に
備
え
る
た
め
に
も
、

多
数
の
住
民
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

と

き

平
成
十
七
年
九
月
二
日

午
後
七
時
か
ら

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

議

題

「
自
ら
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

講

師

日
赤
徳
島
県
支
部
事
務
局
長

鎌

田

啓

三

氏

（
元
徳
島
県
防
災
局
長
）

主

催

勝
浦
町
日
赤
奉
仕
団
・
勝
浦
町

入
場
料

無

料

※
当
日
、
会
場
で
は
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
、非

常
食
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日

時

九
月
一
日午

前
十
時
十
分

勝
浦
町
で
は
、
防
災
の
日
に
演
習
用
緊
急

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
訓
練
の
合
図
に
す
る

と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
午
前
十
時
に
予
告
放
送
を
し
ま
す

が
、
火
災
で
は
な
い
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

徳
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
を

間
近
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

日

時

八
月
二
十
一
日午

後
一
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

出

演

Ｓ
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル
・
旭
西

勝
浦
座
、
勝
浦
高
校
民
芸
部

勝
浦
高
校
民
芸
部
卒
業
生

演

目

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
巡
礼
歌
の
段
」

「
伽
羅
の
兜
」

「
壺
坂
観
音
霊
験
記
沢
市
内
か
ら
壺
坂
寺
の
段
」

「
土
蜘
蛛
」

「
絵
本
太
功
記

尼
ケ
崎
の
段
」

主

催

勝
浦
座
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会

入
場
料

無

料

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
２
）２
５
１
５

役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・

印
鑑

現
在
減
額
認
定
証
を
受
け
て
い
る
方
で
引

き
続
き
必
要
な
方
は
七
月
三
十
一
日
で
期
限

切
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

減
額
認
定
証
・
印
鑑
・
健
康
保
険
証

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・
入
院
日
数
を

確
認
で
き
る
書
類

夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、
暑

さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
感
電
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
ぬ
れ
手
に
電
気
」、「
ぬ
れ
手
に
プ
ラ
グ
」

が
危
険
な
こ
と
は
、
十
分
ご
承
知
で
し
ょ
う

が
、
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
差
し
込
み
プ
ラ
グ
や
ソ

ケ
ッ
ト
に
ぬ
れ
手
で
触
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
気
製
品
を
扱
う
時
は
、
忙
し
い
時
で
も
、

手
を
よ
く
拭
い
て
か
ら
取
り
扱
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

（
徳
島
支
部

小
松
島
事
業
所
）

０
８
８
５
３（
７
）２
８
３
４

阿
波
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

勝
浦
開
催

防
災
講
演
会

～
自
ら
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
～

入
院
時
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
（
食
事
代
）
減
額
認
定

証
の
更
新

８
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

ゴ
ミ
収
集
業
務

休
業
期
間

八
月
十
五
日

～
八
月
十
六
日

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
休
業
日
前
後
は
ご
み
が
集
中

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で

計
画
を
立
て
、
ご
み
の
収
集
業
務
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

（
２
）１
５
０
１

し
尿
収
集
業
務

休
業
期
間

八
月
十
二
日

～
八
月
十
七
日

※
八
月
十
一
日

、
正
午
ま
で
当
日
収

集
を
受
け
付
け
ま
す
。

八
月
十
八
日

か
ら
は
平
常
営
業
し

ま
す
。

な
お
、
お
盆
前
は
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生（
有
）

（
２
）２
１
３
９

お
盆
休
業
に
つ
い
て
！

防
災
訓
練

演
習
サ
イ
レ
ン
放
送

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老

人

保

健



６

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
八
月
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

八
月
の
活
動
内
容

○

水
遊
び

○

リ
ト
ミ
ッ
ク
（
八
月
二
十
三
日

）

日

時

毎
週
火
曜
日

（
八
月
十
六
日

は
お
休
み
）

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

※
三
十
日

は
育
児
相
談
が
あ
り

ま
す
。

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

英
会
話
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
去
年
か
ら
引
き
続
い
て
、
勝
浦
中
学

校
の
英
語
指
導
助
手
ト
ー
マ
ス
・
コ
リ
ン
ズ

さ
ん
で
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
八
月
二
十
四
日

ま
で
に
勝
浦
町
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間

平
成
十
七
年
九
月
～

平
成
十
八
年
六
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

コ

ー

ス

★
初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
三
十
分
～
午
後
八
時
三
十
分

★
中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
四
十
分
～
午
後
九
時
四
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
人

（
募
集
人
数
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

対

象

者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
か
、

町
内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
十
五

歳
以
上
の
方
で
年
間
を
通
じ
て

受
講
で
き
る
方
（
学
生
の
方
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
）

開

講

式

日

時

平
成
十
七
年
九
月
七
日

午
後
七
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

楽
し
い
こ
ど
も
将
棋
大
会
を
開
き
ま
す
。

み
ん
な
さ
そ
い
合
わ
せ
て
集
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。

主

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

日

時

平
成
十
七
年
八
月
十
九
日

午
前
九
時
～

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参

加

勝
浦
町
の
小
・
中
学
生

競

技

抽
選

ち
ゅ
う
せ
ん

で
対
戦
者
を
き
め
ま
す
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

表

彰

優
勝
、
準
優
勝
、
三
位

（
賞
状
、
賞
品
、
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。）

会

費

無
料
（
い
り
ま
せ
ん
）

申

込

氏
名
、
校
名
、
学
年
を
勝
浦
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
２
）３

３
０
０
へ
八
月
十
五
日

ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
内
で
の
行
事
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
感
動
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域

や
学
校
な
ど
で
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
の
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
こ
ま
を
ス
ナ
ッ
プ

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
写
真

勝
浦
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
で
季
節
に

あ
っ
た
写
真
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

サ

イ

ズ

Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

締
め
切
り

九
月
広
報
締
め
切
り

八
月
十
五
日

十
月
広
報
締
め
切
り

九
月
十
五
日

そ

の

他

①
た
て
・
よ
こ
は
自
由

②
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
採
用
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ役

場
総
務
課

(

２)

２
５
１
１

広
報

か
つ
う
ら

表
紙
写
真
募
集
！

～
あ
な
た
も
広
報
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
八
月
行
事

募

集

夏
休
み
こ
ど
も
将
棋

し
ょ
う
ぎ

大
会
だ
！

英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

応
募
方
法

①
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
写
真
の

場
所
等
を
添
え
て
役
場
総
務
課
ま
で
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。



大
平
谷
の
盛
り
立
て
土
砂
が
崩
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
１
の
区
間
に
お
い
て
２
の
①
②
の
場
合
は
通
行
止
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
夕
立
及
び
夜
間
の
急
な
降
雨
等
に
つ
い
て
は
、
通

行
規
制
の
対
応
を
し
か
ね
ま
す
の
で
、
通
行
者
は
土
砂
災

害
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１

区

間

〔
町
道
横
瀬
与
川
内
線
〕

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
市
の
江
79
地
先
（
市
川
氏
宅
前
）～

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
日
浦
13
ー
１
地
先（
宮
床
氏
宅
付
近
）ま
で

〔
町
道
与
川
内
大
平
谷
線
〕

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
日
浦
４
ー
１
地
先（
阿
部
氏
宅
前
）～

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
大
平
谷
49
地
先

（
花
団
地
農
道
と
の
三
叉
路
）
ま
で

〔
町
道
与
川
内
小
川
線
〕

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
小
川
56
ー
６
地
先（
県
道
北
側
分
岐
）～

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
市
の
江
85
ー
２（
小
川
橋
北
詰
）
ま
で

２

通
行
止
の
す
る
時
期

①
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
道
路
が
危
険
と
思
わ
れ
る
場
合

②
台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

募集科目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

２ 等
陸･海･空士

男子
18歳以上27歳未満

常時受付 受付後に指定

女子

８月１日～９月８日

９月25日～９月26日
のうち指定する１日

曹候補士 18歳以上27歳未満
１次 ９月17日
２次 10月８日～14日

のうち指定する１日

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満
１次 ９月17日
２次 10月８日～14日

のうち指定する１日

航空学生 高卒（見込含）21歳未満

１次 ９月23日
２次 10月15日～20日

のうち指定する１日
３次 11月13日～12月９日

看護学生 高卒（見込含）24歳未満 ９月９日～９月30日
１次 10月16日
２次 11月18日～19日

のうち指定する１日

防衛大学学生 高卒（見込含）21歳未満

推薦 ９月５日～９月７日 ９月24日・25日

一般 ９月９日～９月30日
１次 11月12日・13日
２次 12月13日～16日

のうち指定する１日

防衛医科大学学生 高卒（見込含）21歳未満 ９月９日～９月30日
１次 11月５日・６日
２次 12月７日～９日

のうち指定する１日

自衛隊生徒 中卒（見込含）17歳未満の男子 11月1日～平成18年1月10日
１次 平成18年１月14日
２次 平成18年１月27日～30日

のうち指定する１日

平
成
十
七
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

社会貢献
国際貢献
平和を目指す
私たちの大切な
テーマです。

７

＊２士及び曹候補士・一般曹候補学生で高校卒業予定者は３月31日現在18歳の者

町
道
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

◎詳しいことがお知りになりたい方は自衛隊阿南募集事務所にお気軽にご相談ください。 0884(22)6981

最近、徳島県下で高齢者を狙い、商品販

売とは別の名目で人を集め、「催眠商法」で

高額な布団を販売している事業者がいます。

「催眠商法」とは、チラシや、くじ引き、

景品などで通行人などを誘い、会場や住宅

地の空き地などに呼び込んで、景品を無料

で配ったり、巧みな話術で雰囲気を盛り上

げ、その場にいる人を興奮させて、冷静な

判断を失わせてから、高価な商品を買わせ

るという手口です。

被害者は高齢者が多いのですが、主婦も

ねらわれています。さらに契約に応じない

と、「数人で囲まれて脅かされた」「暴力を

ふるわれた」といった事例が、全国の消費

生活センターに多数寄せられています。

対処法としては、この商法は雰囲気を武

器としているので、会場に行かないことが

一番です。万が一、だまされて買わされて

しまっても、契約日から８日以内なら、クー

リング・オフを行うことができます。

問い合わせ

徳島県立消費生活センター 088（623）0611

役場住民課 (2)1501

消費者の豆知識⑱

催眠商法にご注意を！



８

まちかど散歩みち

勝浦町では昨年に引き続き地域づくりインターン生

の受入を行います。

本年は、農家への民泊やふれあいの里さかもとを中

心に勝浦町で約20日間生活していただき、勝浦町の人

や文化に触れていただこうと思います。

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
六
月

二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
三
日
の
三
日

間
、
生
比
奈
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
男

子
六
チ
ー
ム
、
女
子
八
チ
ー
ム
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
序
盤
か
ら
白
熱
し

た
試
合
が
続
出
し
、
大
会
は
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

決
勝
は
男
子
が
生
名
対
沼
江
・
石
原
、

女
子
は
坂
本
・
与
川
内
対
沼
江
・
石
原
・

山
西
掛
・
今
山
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
は
、
沼
江
・
石
原
が
、
女
子
は
沼
江
・

石
原
・
山
西
掛
・
今
山
が
い
ず
れ
も
ス
ト

レ
ー
ト
で
勝
利
し
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

女子優勝 沼江･石原･山西掛･今山

男子優勝 沼江・石原

四
国
八
十
八
箇
所
ヘ
ン
ロ
小
屋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
徳
島
県
海
部
町
出
身
の

歌
一
洋
さ
ん
（
歌
一
洋
建
築
研
究
所
・

大
阪
）
が
歩
き
お
遍
路
さ
ん
の
た
め
の

休
憩
、
仮
眠
が
で
き
る
「
ヘ
ン
ロ
小
屋
」

を
今
後
十
年
数
年
か
け
、
四
国
全
域
の

八
十
九
ヶ
所
に
造
っ
て
行
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
小
屋
は
、

造
る
過
程
も
大
切
に
し
な
が
ら
「
地
域
の
風
土
、
伝
統
文
化
、

空
海
の
思
想
を
多
少
な
り
と
も
生
か
し
つ
つ
、
新
し
い
風
景
が

創
出
で
き
れ
ば
」
と
、
四
国
八
十
八
か
寺
の
道
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
協
力
で
建
築
さ
れ
て
お
り
、
既
に
十
二
号
ま
で
完

成
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
い
や
し
の
み
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を
中
心
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
で
よ
っ
て
ネ
市
東
側
駐
車
場

に
、「
ヘ
ン
ロ
小
屋
勝
浦
第
十
一
号
」
が
完
成
し
、
六
月
二
十

七
日
に
現
地
に
お
い
て
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
憩
所
を
探
す
お
へ
ん
ろ
さ
ん
を
お
見
掛
け
に
な
っ
た
と
き

は
ご
案
内
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

優勝 沼江・石原

男 子

生

名

久

国

横

瀬

星

谷

今
山
・
黒
岩

沼
江
・
石
原

女 子

坂
本
・
与
川
内

生

名

中

角

横

瀬

沼
江
・
石
原

山
西
掛
・
今
山

棚

野

優勝 沼江・石原・山西掛・今山

中
山
・
久
国

星

谷

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗

地域づくりインターン事業

おへんろさん休憩所 完成!!

大 庭
おおば

圭 輔
けいすけ

さん

東京農業大学応用生物科学部

栄養科学科 ３年

人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
話
す

こ
と
も
聞
く
こ
と
も
、
議
論
す
る
こ
と

も
好
き
で
す
。
お
酒
も
好
き
で
す
。
元

気
と
明
る
さ
と
若
さ
を
武
器
に
、
地
域

活
性
化
さ
せ
よ
う
と
意
気
込
む
地
域
の

暮
ら
し
に
溶
け
こ
み
、
た
く
さ
ん
語
り

合
い
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
自
分
な

り
に
精
一
杯
の
提
案
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤 池
あかいけ

香 澄
かすみ

さん

千葉大学教育学部

小学校教員養成課程 ４年

時
々
元
気
す
ぎ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

元
気
と
明
る
さ
が
長
所
で
す
。
ま
た
剣

道
を
長
い
間
や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
何

が
あ
っ
て
も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
精
神
力
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な

人
と
出
会
い
、
地
域
の
人
と
何
か
を
つ

く
り
あ
げ
、
自
分
が
成
長
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
中
で
、
貢
献
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。



９

勝浦中学校２年生４名が勝浦病院で２日間看護師

の仕事を体験しました。

生徒は、看護師から車いすの扱い方等看護業務を

学んだ後、実施研修に臨みました。また、デイケア

「コスモス」では、通所者と一緒に工作をしました。

▼

職場体験学習

▲

生比奈保育所・横瀬保育所に
手作り木のおもちゃの贈り物

machikado sanpomichi

▲交通安全キャンペーン

７月26日に交通安全キャンペーンを行い、

シートベルト・チャイルドシート着用の徹

底を呼びかけました。

▲掛谷 入 田 定さん撮影

７月20日 生比奈保育所・横瀬保育所に徳島市

国府町の篠原靖治さんから手作りの木のおもちゃ

が寄贈されました。篠原さんから「楽しく大切に

使ってくださいね」と声を掛けられると園児から

「ありがとう」と元気よくお礼をいいました。

園児たちは、早速贈られたパズルや手遊び用の

おもちゃにふれて大喜びでした。

篠原さんは、県内の保

育所100箇所を目標に無

償でおもちゃを送られて

います。篠原さんありが

とうございました。

７月 町内の出来事
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免除申請等は毎年必要です

国民年金だより

免除申請、納付猶予は
毎年度申請が必要です。

保険料免除 (全額・半額) と若年者納付猶予

申請は、毎年度申請が必要ですので、平成17年

４月分から保険料の免除申請を希望する方は、

できるだけ早く申請してください。昨年度、免

除申請して承認されている方については、今年

６月分まで承認されています。

今年４月から施行されている若年者納付猶予

は、猶予を受けた期間は年金加入期間には算入

されますが、10年以内に追納をしなかった場合

は年金給付に結びつきませんので、ご承知くだ

さい。

既に国民年金に加入し、学生納付特例制度の

適用を希望される学生の方は、毎年度申請が必

要です。申請希望があり、まだ申請していない

方はできるだけ早く申請してください。申請に

は学生証または在学証明書等が必要です。特例

を受けられる期間は毎年４月から翌年３月まで

です。

また、特例を受けた期間は年金加入期間には

算入されますが、10年以内に追納をしなかった

場合は年金給付に結びつきませんので、ご承知

ください。

学生納付特例申請も
毎年申請が必要です。

国民年金に関する 徳島南社会保険事務所 088（652）3111

問い合わせは 役場 住民課年金係 (2)1501 〈持参物：年金手帳等〉

開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７月３日
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会）

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

８月21日
阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善センター なし

９月27日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 飲み物付き

10月25日 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

11月12日 リトミック体操 子育て交流支援センター
（旧沼江保育所）

なし 飲み物付き

12月６日
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

12月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし
日程変更の可能
性あり

18.１月17日
つたかご･リース
作り体験 ふれあいの里さかもと 30名

事前申込み必要
（先着30名）

２月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 記念品贈呈

平成17年度 高 齢 者 教 室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスを運行します。

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。

⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。

⑧各講座の案内文書は送付いたしません。
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８月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（23日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

五

火

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

８月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
四
月
曜
日

（22日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

五

月

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

八
月
六
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

八
月
十
三
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

８月３日

８月24日

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。



12

「
高
齢
者
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

「
特
に
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
ま
で
の
私
も
、
普
段
の
生
活

で
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
の
な
い
お
年

寄
り
の
方
た
ち
に
対
し
、
あ
ま
り
関

心
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

去
年
、
私
は
特
別
養
護
老
人
施
設

を
訪
問
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
々
の

前
で
阿
波
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
そ

の
後
に
話
を
す
る
時
間
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
逆
に
お
年

寄
り
の
方
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

う
ま
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、

進
ん
で
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
何
か
話
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気

持
ち
ば
か
り
あ
せ
っ
て
し
ま
い
、
気

ま
ず
い
思
い
で
時
間
が
過
ぎ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。
心
の
ど
こ
か
で
、

あ
ま
り
話
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
お
年
寄
り
の
方
々
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
行
っ
た
の
に
、

結
果
的
に
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
偏

見
や
差
別
意
識
に
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
に
も
、
街
中
で
困
っ
て
い
る

お
年
寄
り
の
方
が
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
「
恥
ず
か
し
い
」「
面
倒
だ
」

な
ど
の
気
持
ち
か
ら
、
手
助
け
を
せ

ず
、「
年
寄
り
の
手
伝
い
な
ん
て
…
」

と
馬
鹿
に
し
て
い
る
考
え
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
思
い
出
し
て
み
て
下
さ

い
。
今
ま
で
に
、
つ
い
お
年
寄
り
の

方
を
無
視
し
た
り
、
遠
ざ
け
た
り
偏

見
の
目
で
と
ら
え
て
し
ま
っ
た
経
験

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
社
会
で
の
主
役
は
、
お
年

寄
り
の
方
た
ち
で
は
な
く
、
私
た
ち

「
若
者
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら

日
本
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
の
は
、

今
の
お
年
寄
り
一
人
一
人
な
の
で
す
。

今
ま
で
の
社
会
の
中
心
だ
っ
た
お
年

寄
り
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
そ
う
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
祖
父
の
存
在
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

私
に
は
、
い
つ
も
元
気
に
働
い
て

い
た
祖
父
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
去

年
病
気
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と

入
院
し
て
い
て
、
今
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
で
寝
た
き
り
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

家
族
で
何
度
か
祖
父
の
お
見
舞
い

に
行
き
、
実
際
に
自
分
の
目
で
入
院

し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り
の

方
た
ち
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の

人
た
ち
に
対
す
る
介
護
の
必
要
さ
、

そ
し
て
周
囲
の
人
の
温
か
い
心
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
っ
た
こ
と
は
、「
少
し
の
優

し
さ
で
も
、
救
わ
れ
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
思
う
の
も
、

祖
父
の
入
院
先
の
病
院
で
働
く
人
た

ち
を
見
た
か
ら
で
す
。
祖
父
や
、
同

じ
よ
う
に
入
院
し
て
い
る
人
た
ち
を

見
て
気
付
い
た
の
で
す
が
、
体
の
自

由
が
き
か
な
い
と
、
家
族
や
病
院
の

人
に
自
分
の
意
思
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
ず
、
い
ら
だ
ち
、
つ
い
感
情
的
に

な
っ
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
排
せ
つ
の
世
話
も
一
日
数
時
間

ご
と
、
そ
の
他
に
も
入
浴
や
食
事
な

ど
、
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
大
変
な
仕
事
で
も
た
だ
「
仕
事
」

と
い
う
意
識
だ
け
で
な
く
、「
介
護
す

る
こ
と
の
喜
び
」
そ
し
て
優
し
さ
を

持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
毎
日
笑
顔

で
こ
な
し
て
い
け
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
姿
に
、
私
は
と
て
も
感
謝

と
尊
敬
の
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

祖
父
の
病
院
に
お
見
舞
い
に
行
く

ま
で
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
に

あ
ま
り
接
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
私

は
、
祖
父
と
の
会
話
も
、
最
初
は
ど

う
し
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
と
て
も
自
然
に
接
し

て
い
る
病
院
の
人
や
祖
母
を
見
習
い
、

笑
顔
で
向
き
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
私
が
病
室
に
入
る
と

喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
た
り
、
声
が
出

せ
な
い
の
に
一
生
懸
命
話
そ
う
と
し

た
り
、
紙
に
字
を
書
い
て
何
か
を
伝

え
よ
う
と
す
る
祖
父
の
姿
に
対
し
て
、

い
つ
の
間
に
か
祖
父
が
何
を
言
い
た

い
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
わ
か
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分

が
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
祖
父
は
、
例
え
寝
た
き

り
に
な
っ
て
話
を
し
た
り
自
分
で
食

事
が
で
き
な
く
な
っ
た
今
で
も
、
と

て
も
大
切
な
存
在
で
す
。
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
私
は
、「
相
手
の
気
持
ち

を
わ
か
ろ
う
と
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
祖
父
だ
け
に
限
ら

ず
、
他
の
色
々
な
人
た
ち
に
対
し
て

も
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
様
々
な
差
別
で
苦

し
む
人
た
ち
を
理
解
し
、
差
別
解
消

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
か
ら

で
す
。

こ
れ
か
ら
何
十
年
も
先
の
日
本
は
、

今
よ
り
も
も
っ
と
高
齢
化
が
進
ん
だ

社
会
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
時
に

介
護
を
必
要
と
す
る
立
場
に
な
る
の

は
、
今
「
若
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

私
た
ち
な
の
で
す
。
そ
う
な
っ
た
時

も
、
私
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
気
付

か
せ
て
く
れ
た
、
祖
父
の
病
院
で
働

く
人
々
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
優
し
い
心
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
に
た
く
さ
ん
出
会
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
も
同
じ
よ
う
に
温
か
く
接
す
る

こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
で

す
。
お
年
寄
り
の
方
々
が
社
会
か
ら

偏
見
や
差
別
を
受
け
ず
、
尊
敬
さ
れ

る
世
の
中
を
築
い
て
い
く
た
め
に
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
五
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

祖 父 と 私

かたりあうページ
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母
偲
び
眺
め
る
だ
け
の
夏
の
帯

風
鈴
や
短
冊
替
え
て
窓
の
風

坂
本

美

馬

直

枝

菩
提
寺
は
山
の
中
腹
ほ
と
と
ぎ
す

露
の
玉
葉
よ
り
集
め
て
星
祭
り

横
瀬

日
下
智
世
子

白
粉
花
い
つ
も
素
顔
の
母
な
り
し

ふ
る
里
の
田
の
面
を
わ
た
る
風
凉
し

三
渓

中

林

祥

子

車
窓
つ
く
街
へ
遊
山
の
雨
蛙

ね
じ
れ
花
雨
の
受
く
ご
と
僅
か
揺
る

生
名

石

田

白

萩

絵
に
書
い
た
夢
を
叶
え
て
天
の
川

六
十
年
神
風
散
っ
て
夜
の
星

生
名

小

西

典

子

星
祭
り
女
の
顔
ひ
字
と
な
ら
ず

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
白
新
凉
の
風
過
ぎ
る

生
名

丸

山

香

月

紫
外
線
老
も
手
鏡
サ
ン
グ
ラ
ス

蒲
焼
や
下
駄
に
浴
衣
や
街
の
夕

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

白
鷺
が
青
田
の
波
に
浮
き
沈
み

梅
雨
晴
間
山
襞
白
く
霞
吐
く

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

短
夜
の
看
病
日
誌
五
行
ほ
ど

皺
の
ま
ま
乾
く
干
し
も
の
高
葵

沼
江

大

川

冨

美

灯
台
の
岬
は
る
か
や
雲
の
峰

薫
風
に
大
師
と
休
む
札
所
道

坂
本

池

谷

武

久

雲
の
峰
沖
に
真
白
き
ヨ
ッ
ト
ゆ
く

薫
風
や
髪
長
き
娘
の
遍
路
行
く

坂
本

新

居

晋

滝た
き

飛
沫

し
ぶ
き

う
け
て
白
衣
の
修
行
僧

那
智
の
滝
空
も
ろ
と
も
に
落
下
せ
り

坂
本

山

口

昭

市

新
緑
の
真
只
中
や
不
動
尊

薫
風
に
思
わ
ず
腰
を
卸
し
け
り

坂
本

新

居

雄

彦

土
佐
路
ゆ
く
目
当
は
こ
れ
ぞ
初
鰹

近
づ
け
ば
涼
気
流
れ
る
滝
の
道

坂
本

板

東

征

二

新
緑
や
修
行
雲
水
座
禅
く
む

薫
風
や
炭
焼
小
屋
の
う
す
煙

坂
本

椋

井

輝

子

父
の
日
や
親
父
に
ひ
と
つ
初
鰹

草
苅
り
て
休
む
木
蔭
や
風
薫
る

坂
本

中

山

治

干
ば
つ
に
す
す
り
泣
く
ご
と
細
き
滝

反
省
る
過
去
や
遠
嶺
の
雲
の
峰

坂
本

仙

才

良

子

新
緑
や
信
者
を
迎
う
大
師
像

初
出
漁
の
子
が
戻
り
来
る
雲
の
峰

中
山

山

下

花

蝶

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
作
品

次
回
作
品
募
集

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

九
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

（1）男女の地位の平等感

☆男女の地位について、４人に３人が ｢男性の方

が優遇されている｣ と考えています。

平等と考えている人は２割しかなく、男女の地位に

ついて73.9％が ｢男性の方が優遇されている｣ と考え

ています。この回答傾向は９年前からあまり変化して

いません。｢すでに女性は十分強くなっている｣ などと

言われることもありますが、このように、実際は大多

数の人が不平等であると考えています。

（2）固定的性別役割分担意識

（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである。）

☆諸外国では、｢賛成｣、｢どちらかといえば賛成｣

とする割合は低く、同じアジア諸国の韓国におい

ても２割を下回っています。これに対し、日本で

は ｢賛成｣ する割合が高くなっています。

これらのデータのように、わたしたちの社会は、男

女平等な社会とは言えない状況です。

男女共同参画社会をめざして

問い合わせ 役場住民課 (2)1501
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国保と医療費

人間ドック
検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診（視触診）

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、

ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ－ＧＰＴ、

ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、

ＵＡ、Ｎａ、Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、

血糖、ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、

ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、

腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,100円

（自己負担 5,500円・補助金額30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成17年９月15日から10月20日までの

病院指定日

募集人数 30人（残り、わずかです）

癌検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＳＡ

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌、

前立腺癌等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌等）

費 用 男性 8,300円

（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円

（自己負担 1,200円・補助金6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成17年９月15日から10月20日

までの病院指定日

募集人数 40人（申し込み順とします）

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢

受給者の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象

になりません。(６～８月に実施する総合健診及び農協で実施する健診を受診された人

も対象となりません。)

対 象 者

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、役場税務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは役場税務課国保係〈 (2)1503〉まで問い合わせください。

申し込み方法

申し込み締切日

成人病
検 診を受けて

みませんか？

人間ドック

癌 検 診



８月14日 は午後５時まで
当日は午後５時までで閉館させていただきます。ご不便をお

かけすることとは存じますが、よろしくお願い申し上げます。

15

図書館だより

電 車 男 中 野 独 人

孤宿の人 上・下 宮部みゆき

極点飛行 笹 本 稜 平

恩 愛 三 浦 哲 郎

天使がいた三十日 新 堂 冬 樹

小説 田中久重 童 門 冬 二

絶海にあらず 上・下 北 方 謙 三

ダウン・ツ・ヘヴン 森 博 嗣

音の細道 群 ようこ

世界中が雨だったら 市 川 拓 司

赤絵の桜 山 本 一 力

十三人の戦鬼 鳥 羽 亮

有栖川の朝 久 世 光 彦

ＭＯＲＮＩＮＧ ＧＩＲＬ 鯨 統一郎

女系家族 山 崎 豊 子

私のお遍路日記 佐 藤 光 代

君はひとりじゃない 義 家 弘 介

ジイジ ～孫といた夏～ 三 原 庸 子

真相ライブドアVS.フジ 日本経済新聞社

そして遺されたもの～哀悼尼崎脱線事故～

週刊文春特別取材班

新着図書の一部紹介

日 時 ８月７日 ～８月14日

午前９時30分～午後５時
※14日 は午前中で終了

場 所 勝浦町図書館２階

今年も徳島県化石同好会・勝浦町化石

研究会のご協力により化石展示会を開催

いたします。今年も珍しい化石を心ゆく

まで鑑賞してください。

▲シュードハプロセラス・ジャポニカム

下部羽ノ浦層より産出するアンモナイトの一種

僕の彼女を紹介します

キャットウーマン

アイ・ロボット

インファナルアフェア無間序曲

アメリ

モナリザ・スマイル

バイオハザードⅡ アポカリプス

ＬＯＶＥＲＳ

ポケットモンスター

トムとジェリー火星へ行く

ガーフィールドザ・ムービー

かいけつゾロリ

魔神騎士ジャック☆ガイスト

ビデオの紹介

★化石展
７日 ～14日

★おはなし会

28日 午後２時から
図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（右記カレンダー）

★休館日
○印（右記カレンダー）

★８月31日は休館日ですが、県立図書館協力巡回日です。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横のブックポストに
入れてください。

８月の行事 ★ ８ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

化石展開催
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の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 月

乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診 ９:00～10:00

農村環境改善

セ ン タ ー

乳腺・甲状腺検診
40歳以上の女性

（ただし、昨年乳房Ｘ線検
査を受診した人を除く）

子宮がん検診
20歳以上の女性

（ただし、昨年受診した人
を除く）

骨粗鬆症検診

問 診 票乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診

子 宮 が ん 検 診

骨 粗 鬆 症 検 診

13:30～14:30

２ 火 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00
今山ふれあい
交 流 館

お子さんとその家族

３ 水 ふ れ あ い 教 室 11:00～14:00 中 角 集 会 所 お子さんとその家族

４ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の住民
（主に棚野、久国地区）

問 診 票

５ 金 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 山 西 集 会 所 お子さんとその家族

17 水
ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00

星 谷 集 会 所
お子さんとその家族

運 動 教 室 14:00～15:00 住 民 健 康 手 帳

18 木 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 生名センター お子さんとその家族

19 金 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 中 山 集 会 所 お子さんとその家族

20 土 男 の 料 理 教 室 14:00～
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

23 火
健 康 相 談
健 診 結 果 説 明 会

13:30～15:00 横 瀬 集 会 所 住 民

24 水
糖 尿 病 予 防 教 室

健 康 相 談
９:30～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

25 木 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 石 原 集 会 所 お子さんとその家族

26 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー

平成16年11月１日から
平成17年４月30日まで
に生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30

29 月 妊 婦 教 室 10:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦 エ プ ロ ン

9/1 木
健 康 相 談 ９:00～10:00

棚 野 集 会 所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:00

８月 勝浦郡夜間救急当番表

８月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月19日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

８月５日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ８月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月25日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

８月11日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ８月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ８月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時 休日 午後７時～翌朝午前９時
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保 健 だ よ り

糖尿病 の疑いのある人へ
徳島県の糖尿病死亡率は平成５年以来、全国第１位です。勝浦町でも、糖尿病死亡率は高位を

示しています。

糖尿病(特に２型の糖尿病)は、ある日突然に発病するのではありません。肥満・食べ過ぎ・運

動不足を続けるうちに血糖値がジリジリと上昇し、それがある基準をこえたとき「糖尿病」と診

断されます。

正常な状態から糖尿病へと進むうちに、糖尿病ではないが正常でもないという状態があります。

これを「境界型（＝糖尿病予備軍）」といいます。健診で「血糖値（またはヘモグロビンＡ1c）が

やや高め」と指摘されるのもこの段階です。

糖尿病になる人を少しでも減らせるには、境界型の段階で肥満を解消し、暴飲暴食などの生活

習慣を改めれば、本格的な糖尿病への進行をストップさせる

ことができます。また、正常な状態に戻すことも可能です。

今年度の総合健診の基本健診受診者から、糖尿病の疑いの

ある方に対して「糖尿病に関する精密検査のすすめ」の通

知をしています。通知が届いた人は、速やかに医療機関で受

診しましょう。

問い合わせは (2)1502 役場福祉課 保健師まで

家
族
み
ん
な
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」

で
始
ま
る
食
事
は
、
心
と
身
体
を
元
気

に
し
て
く
れ
ま
す
。

今
、
食
事
を
ひ
と
り
で
た
べ
て
い
る

「
孤
食
」
の
こ
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
家
族
と
囲
む
食

卓
は
、
会
話
や
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
べ
方
や
、
食
事
の

マ
ナ
ー
な
ど
適
切
な
食
習
慣
（
食
育
）

を
身
に
付
け
る
良
い
機
会
で
す
。
そ
し

て
、
親
と
子
を
結
ぶ
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
各
愛
育
班
と
連
携
の
も

と
、
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
各
地
区
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
の
健
康
な
身
体
と
、
豊

か
な
心
を
つ
く
る
食
生
活
を
一
緒
に
考

え
て
見
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
時
は
「
広
報
」
と
各
地
区
の

「
愛
育
班
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
今
年
度
の
調
理
実
習
の
献
立
☆

『
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う
』

鶏
肉
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
炒
め
煮

ト
マ
ト
と
じ
ゃ
こ
の
サ
ラ
ダ

薄
く
ず
汁

レ
ー
ズ
ン
と
く
る
み
の
ス
コ
ー
ン

《
食
生
活
指
針
》

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や

か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

ご
は
ん
な
ど
の
穀
物
類
を
し
っ
か
り
と
。

野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆

類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。

食
塩
や
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
。

適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に

見
合
っ
た
食
事
量
を
。

食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
、

時
に
は
新
し
い
料
理
も
。

調
理
や
、
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄

や
廃
棄
を
少
な
く
。

自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
見
ま
し
ょ

う
。

ふ
れ
あ
い
教
室
に
つ
い
て
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日 時 場 所 備 考

８月５日

８月12日

８月19日

８月26日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年６月16日～平成17年７月15日（敬称略）

人 口（平成17年６月30日現在）

世帯数 2,116戸

男性 3,171人

女性 3,399人

計 6,570人

出生 男 １人 女 ３人 計 ４人

死亡 男 ０人 女 ３人 計 ３人

転入 男 ３人 女 ２人 計 ５人

転出 男 ６人 女 ８人 計 14人

匿 名 （生名） 坪 井 泰 博 さん（中山）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（６月16日～７月15日）

ご利用ください！

日 時 ８月11日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ８月８日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ８月13日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字生名字東 ）尾 花 寛 之
美 琴

二女 雫
し

月
づき

三男 奎
けい

心
しん湊 勝 利

由 香）大字沼江字花紫壟

二女 果
か

蓮
れん鳥 海 健

明 美）大字生名字石垣

長女 伊
い

久
く

美
み岡 義 則

姜 春 紅）大字三溪字中村

長男 健
けん

太
た

郎
ろう中 瀬 誉 文

光 江）大字三溪字中村

おくやみ申します

大字三溪字古川 ヒサヱ（84歳）

大字沼江字西岡 田 中 守（71歳）

大字棚野字西久保 幸山アヤ子（87歳）

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 お休みします

踊 り 24 ・31 午後 2:00～4:00

歌 謡 ４ ・18 午後 7:30～9:30

生け花 11 ・29 午後 7:30～9:30

大正琴 ４ ・19 ・25
午後 1:00～3:00
午後 1:00～3:00

習 字 ５ ・19 ・26 午後 7:00～9:00

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

８月交流講座ご案内
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